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まちの話題

　
徳
之
島
町
教
育
委
員
会
は
12
月
９
日
、

南
日
本
新
聞
社
と
「
新
聞
活
用
等
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
調
印
式
が
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
協
定
は
児
童
・
生
徒
の
言
語
活
動
の

充
実
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
町

内
の
小
中
学
校
は
、
使
用
手
続
き
な
し
で

新
聞
記
事
等
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、
学

校
教
育
で
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
式
は
協
定
内
容
の
説
明
に
続
き
、
秋
武

喜
一
郎
教
育
長
と
同
社
の
逆
瀬
川
尚
文
社

長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
秋
武
教
育
長
は
「
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が

あ
る
中
で
も
新
聞
は
優
れ
た
教
材
で
あ
り
、

全
教
科
に
対
す
る
参
考
書
に
な
る
」
と
歓

迎
し
ま
し
た
。

　
12
月
27
日
、
町
役
場
町
長
室
で
「
小
さ

な
親
切
実
行
章
」
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
個
人
が
７
人
と
、
７
組
の
団

体
に
、
高
岡
町
長
よ
り
実
行
章
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

（
個
人
）
赤
崎
冨
千
郎
、
基
山
高
広
、
牧

園
珠
希
、
徳
富
麗
子
、
清
加
奈
子
、
福
田

清
人
、
前
田
純
子

（
団
体
）
池
間
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
、
井

之
川
老
人
ク
ラ
ブ
、
手
々
若
が
え
り
ク
ラ

ブ
、
東
天
城
中
学
校
、
母
間
小
学
校
、
母

間
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
母
間
事
業
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
１
月
６
日
、
平
成
24
年
徳
之
島
町
消
防

団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
９
時
か
ら
消
防
車
４
台
で
の
、
火
災

予
防
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
、
10
時
か
ら
は

亀
津
市
街
地
を
、
亀
津
小
学
校
吹
奏
楽
部

を
先
頭
に
、
総
勢
２
０
０
名
で
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
亀
津
児
童
公
園
で
の
観
閲
式
の
あ
と
は
、

大
瀬
川
で
放
水
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
24
年
出
初
式
表
彰
者
】

（
カ
ッ
コ
内
は
分
団
名
）

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
（
功
績
賞
）

里
田
広
助
（
山
）
／
富
山
和
明
（
神
嶺
）

／
福
田
博
也
（
北
区
）

○
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
（
10
年
勤
続
賞
）

宮
原
健
至
（
母
間
）
／
森
英
路
（
中
区
）

握手を交わす逆瀬川社長と秋武教育長

受章されたみなさん

総勢２００名による火災予防のパレード

／
足
田
浩
祐
（
北
区
）
／
西
田
明
美
（
神

嶺
）
／
保
岡
盛
寿
（
花
徳
）
／
植
木
喜
美

香
（
花
徳
）
／
向
井
秀
満
（
手
々
）

○
大
島
支
部
表
彰
（
15
年
勤
続
賞
、
功
績

賞
）
松
岡
豊
樹
（
母
間
）
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
12
月
16
日
、
旭
日
單
光
章
（
地
方
自
治

功
労
）
の
栄
誉
に
輝
い
た
大
重
末
吉
さ
ん

が
受
章
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
大
重
さ
ん
は
、
長
年
町
議
会
議
員
を
務

め
、
地
方
自
治
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
旭
日
單
光
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
聞
を
教
育
に
有
効
活
用

小
さ
な
親
切
実
行
章
伝
達
式

平
成
24
年
　
消
防
団
出
初
式

叙
勲
の
栄
誉
に
輝
く

叙勲を受けた大重さん

新
聞
を
教
育
に
有
効
活
用

小
さ
な
親
切
実
行
章
伝
達
式

叙
勲
の
栄
誉
に
輝
く

平
成
24
年
　
消
防
団
出
初
式
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まちの話題

　
12
月
15
日
、
平
成
23
年
度
「
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会
」

で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、
尾
母
中
学
校

１
年
の
黒
木
文
華
さ
ん
に
、
賞
状
が
秋
武

教
育
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
夏
休
み
に
、
鹿
屋
市
の
星
塚
敬

愛
園
を
訪
れ
た
こ
と
が
、
今
回
受
賞
し
た

作
文
を
書
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

黒
木
さ
ん
は
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し
て
、

ま
だ
差
別
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
文
を
通

し
て
一
人
一
人
が
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
　

　
　
差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

　 

　
　
徳
之
島
町
立
尾
母
中
学
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
黒
木
　
文
華

　
私
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
事
を
知
っ
た
の
は
、

昨
年
の
八
月
に
奄
美
和
光
園
を
訪
問
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
時
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
ず
、
和

光
園
の
元
患
者
さ
ん
の
話
も
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
自
由
研
究
と
し
て
自

分
な
り
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病

は
う
つ
り
に
く
く
薬
で
治
る
こ
と
、
国
の
誤

っ
た
政
策
で
強
制
収
容
さ
れ
、
そ
の
差
別
や

偏
見
は
今
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
の
夏
休
み
、
鹿
屋
市
に
あ
る

星
塚
敬
愛
園
の
親
子
療
養
所
訪
問
に
参
加
し

ま
し
た
。
私
は
昨
年
よ
り
も
、
も
っ
と
学
習

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
自
治
会
長
さ
ん
の
案
内
で
、
園
内

の
火
葬
場
へ
行
き
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
ま

で
火
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
以
前

は
こ
の
火
葬
の
仕
事
も
患
者
さ
ん
た
ち
が
し

て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
次
に
案
内
さ
れ
た
の
は
納
骨
堂
で
し
た
。

こ
こ
に
は
遺
骨
が
千
五
百
六
十
七
柱
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
で
亡
く
な
っ
た

人
は
二
千
二
十
二
名
な
の
で
、
亡
く
な
っ
て

も
故
郷
に
帰
れ
な
い
人
た
ち
が
約
七
十
八
パ

ー
セ
ン
ト
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
を
知
り
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
し

た
。
納
骨
堂
の
す
ぐ
横
に
、
胎
児
慰
霊
碑
が

あ
り
ま
す
。
母
親
の
お
腹
に
宿
っ
た
命
を
強

制
的
に
お
ろ
さ
れ
、
光
も
見
れ
ず
、
産
声
も

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
慰
霊

の
碑
で
し
た
。
そ
こ
に
は
「
母
の
胸
に
　
抱

か
れ
る
こ
と
な
く
　
旅
立
っ
た
　
あ
な
た
達

へ
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
の
前
に

立
っ
た
時
、
体
が
こ
わ
ば
り
動
け
な
く
な
り

ま
し
た
。
生
ま
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ

た
命
を
思
う
と
、
国
の
当
時
の
政
策
は
本
当

に
ひ
ど
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
施
設
見
学
を
終
え
る
と
、
私
は
参
加
者
代

表
と
し
て
、
園
内
放
送
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
入
所
の
方
々
の

高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
と
い
う
話
を
聞
い

た
後
だ
っ
た
の
で
、
聞
き
や
す
い
よ
う
に
、

は
っ
き
り
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
声
で
話
す
よ

う
心
が
け
ま
し
た
。
徳
之
島
か
ら
来
た
こ
と

や
昨
年
は
和
光
園
を
訪
問
し
た
こ
と
、
差
別

を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を
言
葉
に
し
ま

し
た
。
放
送
後
、
自
治
会
長
さ
ん
が
と
て
も

ほ
め
て
下
さ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
午
後
は
い
よ
い
よ
入
所
の
方
々
と
の
交
流

で
し
た
。
白
根
さ
ん
と
い
う
元
患
者
さ
ん
の

お
家
へ
行
き
ま
し
た
。
和
光
園
で
は
直
接
家

に
行
き
、
話
を
聞
く
と
い
う
経
験
が
な
か
っ

た
の
で
、
最
初
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
が
私
に

と
っ
て
、
こ
の
療
養
所
訪
問
で
一
番
充
実
し

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
白
根
さ
ん
は
四
歳
で
発
病
し
、
家
族
か
ら

も
差
別
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
十
四
歳
で
こ

の
敬
愛
園
に
連
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
担
任
の
先
生
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
た

こ
と
が
、
そ
の
後
の
心
の
支
え
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
へ
来
る
列
車
の
中
で
も
殺
さ

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
と
て
も
恐
か
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
こ
へ
来
た
最
初
の
こ
ろ
は
、

食
事
も
の
ど
を
通
ら
ず
夜
も
ず
っ
と
泣
き
続

け
、
鼻
が
お
か
し
く
な
っ
た
の
で
は
と
思
う

く
ら
い
毎
日
涙
を
流
し
続
け
て
い
た
そ
う
で

す
。
白
根
さ
ん
の
話
は
、
聞
い
て
い
て
ど
う

言
葉
を
か
け
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
け
れ
ど
話
の
途
中
に
な
る
と
、

「
何
で
も
聞
い
て
い
い
よ
、
す
べ
て
話
す
か

ら
。
」

と
笑
顔
で
言
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
本
当
に
強

い
人
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
家
族
と

何
年
も
離
れ
て
暮
ら
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
白
根
さ
ん
の
そ
の
時
の
つ
ら
さ
や
苦
し

み
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
　
白
根
さ
ん
の
よ
う
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患

者
さ
ん
た
ち
は
、
強
制
的
に
隔
離
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
実
が
、
当
時
の
人
々
の
心
の
中

に
「
ハ
ン
セ
ン
病
は
恐
ろ
し
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
、
そ
ん
な
誤
っ
た
考
え

が
差
別
や
偏
見
を
生
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
現
在
の
生
活
で

も
学
校
生
活
で
も
、
だ
れ
か
の
思
い
こ
み
や

無
責
任
な
発
言
が
人
の
耳
に
入
り
広
ま
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ

い
て
の
差
別
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
と
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
人
の
う
わ
さ
や

話
を
う
の
み
に
せ
ず
、
本
当
に
正
し
い
事
な

の
か
ど
う
か
見
き
わ
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

相
手
の
立
場
に
立
ち
、
相
手
の
気
持
ち
に
な

っ
て
、
言
葉
や
行
動
に
責
任
を
も
っ
て
接
す

る
べ
き
で
す
。
私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
責
任
を

も
て
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
学

習
を
通
し
て
そ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
の
こ
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ

い
て
の
学
習
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち

は
元
患
者
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
未
来
へ
語
り

つ
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
、

だ
れ
も
が
笑
顔
で
暮
ら
す
差
別
の
な
い
明
る

い
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
で
の
差
別
を
生
き
抜
い
て
き

た
人
た
ち
の
強
さ
に
、
私
も
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ま
わ
り
に
い
る
人

た
ち
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受賞した黒木文華さん（中央）

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
～
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
入
賞
～

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
～
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
入
賞
～
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まちの話題

　
１
月
14
、
15
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、

平
成
24
年
の
初
セ
リ
が
徳
之
島
中
央
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
初
め
て
と
な
っ
た
セ
リ
市
で
は
、

２
日
間
合
計
で
雌
２
６
４
頭
、
去
勢
３
２

６
頭
、
計
５
９
０
頭
が
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

　
雌
の
平
均
価
格
は
、
33
万
４
８
２
６
円
、

去
勢
の
平
均
価
格
は
41
万
２
７
４
６
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
合
計
５
９
０
頭
の
平
均
価
格

は
37
万
７
８
８
０
円
で
、
前
回
よ
り
２
万

４
７
４
１
円
、
前
年
比
で
３
万
４
３
２
５

円
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園

野
球
場
で
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
、
野
球

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
指
導
を
し
た
の
は
、
徳
之
島
で

自
主
ト
レ
を
行
っ
て
い
た
、
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
の
小
谷
野
栄
一
選
手
・
紺
田

敏
正
選
手
・
鶴
岡
慎
也
選
手
、
オ
リ
ッ
ク

ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
荒
金
久
雄
選
手
・
丹

羽
将
弥
選
手
で
、
町
内
の
小
中
学
生
１
２

０
名
に
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
技
術
面
の
ほ
か
に
も
、
日
頃
の
練
習
に

対
す
る
心
構
え
の
大
切
さ
な
ど
も
学
ん
だ

子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
た
ち
の

指
導
に
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

セリ市は活気がみなぎっていました

鶴岡選手の指導を受ける子どもたち

　鹿児島県では平成９年以降大きな地震は発生していませんが、昨年３月に東日本大震災が発生するなど、
大地震はいつどこで発生してもおかしくない状況にあるといわれています。
　阪神・淡路大震災では、地震による直接的な死者の９割が建物の倒壊等による圧死が原因といわれ、ま
た、昭和56年以前に建てられた建物に多くの被害がみられました。建物による被害を抑えるために､ご自身
の住まいの耐震性を知り必要な耐震改修を行うことが大事です。
　そこで､徳之島３町、(社)鹿児島県建築士会大島支部及び鹿児島県による木造住宅の耐震診断とセミナー
を開催することになりました。この機会に住まいの耐震性について考えて頂ければと思います。
■主   　　催　　徳之島町・天城町・伊仙町､（社)鹿児島県建築士会大島支部、鹿児島県大島支庁徳之島事務所
■開 催 日 時　　平成２４年２月２９日（水）１０：３０～１２：００
■開 催 場 所　　大島支庁徳之島事務所　大会議室
　　　　　　　   〒８９１－７１０１  大島郡徳之島町亀津７２１６
　　　　　　　   　０９９７－８２－１２５１
■プログラム　　【セミナー】木造住宅の倒壊実験映像、地震被害事例、筋交い効果学習、簡易診断
　　　　　　　   【耐震診断】診断結果説明（セミナー終了後）
■定   　　員　　耐震診断：先着３名（各町１名）
　　　　　　　   セミナー：先着５０名程度（定員になり次第、締め切らせていただきます）
■申込み方法　　下の申込み先まで、電話（ファックス・メールも可）にて、住所・氏名・電話番号・間取り図
　　　　　　　   の有無※（耐震診断希望の場合）をお知らせ下さい。
　　　　　　　   (※ 耐震診断には、壁の位置のわかる平面図（間取り図）が必要です。)
　　　　　　　   徳之島町建設課　担当：作城（サクジョウ）
　　　　　　　   　０９９７－８２－１１１１　FAX ０９９７－８２－１１０１
　　　　　　　   E-mail naomi.sakujyo@tokunoshima-town.org
■申込み締切　　平成２４年２月１７日（金）
　　　　　　　   ホームページでも案内していますのでご覧下さい。
　　　　　　　   （http://www.tokunoshima-town.org/）

平
成
24
年
　
初
セ
リ

プ
ロ
の
指
導
に
感
激
　
野
球
教

徳之島３町木造住宅のセミナー＆耐震診断のお知らせ

平
成
24
年
　
初
セ
リ

プ
ロ
の
指
導
に
感
激
　
野
球
教
室
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教育委員会だより

学力向上対策試験を実施しました

　徳之島町の子どもたちの課題の一つが、学力向上であります。

教育委員会も子どもたちの学力向上のために、学士村塾や、夏

季休業中の向学塾などに取り組んで参りました。

　今回は、新たな試みとして、１月８日に中学生対象の学力向

上対策試験を実施しました。全県下で実施されるこの試験は、

中学校の枠を越えて、多くの中学生が実力を競います。

　徳之島町では、１年生が２２名、２年生が２６名、３年生が

４５名の計９３名が受験しました。昼食を挟んで５時間の試験

でしたが、子どもたちは最後まで集中して取り組んでおりまし

た。試験に真剣に取り組む姿を見て頼もしく思うことでした。

　今後は、２月２６日（日）に小学生の学力向上対策試験を実

施する予定です。

真剣に問題に取り組む３年生

対面式の様子(島唄と三味線の演奏) 清水小での合同授業の様子 休み時間での交流の様子

「ふるさと学習」について
徳之島町立花徳小学校

　花徳小学校の児童数は４９名、５学級編制です。学校創立１１７年目を迎えました。
　本校では、徳之島の自然や文化に親しみ、郷土を大切にする心を育てるために、「ふるさと学習」
に力を入れて取り組んでいます。平成２３年度は、島唄や三味線の練習に取り組み、学習発表会では、
５・６年生が徳之島の自然と文化、島唄と三味線について発表することができました。
　１１月１５日には、５・６年生が鹿児島市立清水小学校へ行き、交流学習を行ってきました。交流
学習では、徳之島の紹介を発表し、島唄と三味線で演奏（「徳之島子守唄」「徳之島小唄」）するこ
とができました。鹿児島市内の大きな小学校との交流は、徳之島の特色やよさを見直すよい機会とな
りました。
　今後も郷土の人材活用などを進めながら、「ふるさと学習」を進めていきます。

かしこい消費者になる講座（その１８）

振り込め詐欺にご用心！！
★　振り込め詐欺のいろいろな例
　　　＊　「お金貸します」と言い、手数料・保証金を振り込ませる。
　　　＊　子供や孫を名乗り、助けてと振り込ませる。
　　　＊　未公開株や社債を「必ず儲かる」「高くで買い取る」と騙して振り込ませる。
★　被害に遭わない為の対処法
　　　○すぐに振り込まない。　　○家族か、親しい人と相談する。
　　　○ひとりで振り込まない。　○子や孫を名乗る時は、家族しか解らない事を聞く

徳之島町消費生活相談室（役場３階または企画課）

８２－１１１１（内線３０２・２２２）

消費者ホットライン

０５７０－０６４－３７０

すぐに振り込まないよ
うにしましょう！
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県
で
は
、
平
成
23
年
度
県
営
住

宅
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
募
集

を
行
い
ま
す
。

○
物
　
件

県
営
徳
之
島
団
地
・
県
営
ベ
ル
メ

ー
ル
徳
之
島
団
地

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

平
成
24
年
２
月
１
日
（
水
）
～
２

月
27
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く

○
抽
選
日

平
成
24
年
３
月
７
日
（
水
）
午
前

10
時
～
　
大
島
支
庁
徳
之
島
事
務

所
　
大
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
総
務
課

　
８
２
‐
１
３
３
３

　
平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
期
間
は
、
平
成
24
年
２
月
16

日
（
木
）
か
ら
平
成
24
年
３
月
15

日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
、
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
の
作
成

が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
島
税
務
署

　
０
９
９
７
‐
５
２
‐
４
３
２
１

※
自
動
音
声
案
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
募
集
の
ご
案
内

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

　
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

町
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留

邦
人
、
樺
太
残
留
邦
人
の

皆
さ
ま
へ

※
申
告
を
し
な
い
と
、
健
康
保
険

料
（
税
）
が
い
つ
も
よ
り
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
は
、
様
々
な
税
の
基
礎
資

料
の
基
に
な
る
と
と
も
に
、
所
得

や
税
金
の
証
明
な
ど
各
種
受
給
資

格
の
判
定
や
支
給
額
を
算
定
す
る

大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
も
し

申
告
し
な
か
っ
た
場
合
は
所
得
証

明
・
保
険
料
（
税
）
・
町
営
住
宅

使
用
料
・
年
金
関
係
に
も
支
障
が

で
ま
す
の
で
、
申
告
時
期
に
正
し

く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
税
務
課

　
８
２
‐
１
１
１
１

　
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
60
歳
以
上
の
中
国
残
留
邦
人

や
樺
太
残
留
邦
人
の
方
々
に
対
し
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申

請
の
受
付
期
間
は
、
要
件
に
当
て

は
ま
っ
て
か
ら
５
年
間
で
す
。
こ

の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
20(

２

０
０
８)

年
１
月
１
日
時
点
で
要

件
に
当
て
は
ま
っ
て
い
た
方
に
つ

い
て
は
、
平
成
24(

２
０
１
２)

年

12
月
31
日
が
申
請
の
締
め
切
り
日

に
な
り
ま
す
。

【
要
件
】

１
．
明
治
44(

１
９
１
１)

年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
21(

１
９
４
６)

年

12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方(

※

昭
和
22(

１
９
４
７)

年
１
月
１
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
で
も
、
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

２
．
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
引
き

続
き
１
年
以
上
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
方

３
．
昭
和
36(

１
９
６
１)

年
４
月

１
日
以
後
に
初
め
て
永
住
帰
国
し

た
方
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
援
護

企
画
課
中
国
孤
児
等
対
策
室
　
自

立
援
護
係
　

〒
１
０
０
‐
８
９
１
６
　
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
１
‐
２
‐
２

　
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
６
８
）

　
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
４
５
６

（
直
通
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
で
は
平

成
24
年
度
の
生
徒
募
集
を
し
て
い

ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学

可
能
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た
特
色
の

あ
る
教
育
課
程
で
、
３
年
間
で
高

校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

登
校
は
月
に
１
～
２
回
で
す
。

○
名
称
　
広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
高
等
学
校
普
通
科

○
履
修
年
数
　
３
年
（
た
だ
し
、

転
編
入
あ
り
）

○
募
集
対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し

た
方
、
ま
た
は
２
０
１
２
年
３
月

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ナ
ー
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に
卒
業
見
込
の
方
、
高
等
学
校
中

退
者
等

○
出
願
・
申
込
方
法
　
ご
請
求
に

よ
り
入
学
案
内
書
と
願
書
を
お
届

け
。
出
願
受
付
順
に
書
類
選
考
と

面
接
を
行
い
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
間
　
２
０
１
２
年

１
月
18
日
～
４
月
20
日
（
必
着
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
高
等
学
校

の
他
に
も
、
誰
も
が
住
み
や
す
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
幅

広
い
知
識
を
持
ち
、
自
ら
主
体
的

に
適
切
な
支
援
が
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

の
専
攻
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学

習
通
信
講
座
、
社
会
福
祉
士
養
成

課
程
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
案
内
書
・
願
書
の
請
求
等
、
詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
広
報
・
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー

　
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
‐
５
７
４
‐
１
０

０
６

代
の
ま
ま
で
す
・
・
・

パ
ー
ト
ナ
ー
に
全
財
産
を
相
続
さ

せ
た
い
の
で
す
が
・
・
・

相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が

い
て
、
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
ま

せ
ん
・
・
・
　
等

　
司
法
書
士
は
、
「
く
ら
し
の
法

律
家
」
と
し
て
、
市
民
の
権
利
擁

護
に
寄
与
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

〒
８
９
０
‐
０
０
６
４
　
鹿
児
島

市
鴨
池
新
町
１
番
３
号
　
司
調
セ

ン
タ
ー
３
階

　
０
９
９
‐
２
５
６
‐
０
３
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
‐
２
５
０
‐
０
４

６
３

　
法
務
局
で
は
、
土
地
や
建
物
の

相
続
、
売
買
、
贈
与
な
ど
の
登
記

申
請
や
、
登
記
事
項
証
明
書
な
ど

の
交
付
請
求
を
お
受
け
す
る
た
め

に
、
「
派
遣
登
記
官
（
派
遣
登
記

所
）
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

２
月
は
「
相
続
登
記
は

　
お
済
で
す
か
」
月
間
で
す

派
遣
登
記
官(

派
遣
登
記
所)

　
　
　
　
の
開
設
の
ご
案
内

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事

業
鹿
児
島
支
店

　
０
９
９
‐
２
２
４
‐
１
２
４
１

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

○
ご
融
資
額
　
学
生
一
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

○
利
率
　
年
２
・
５
５
％
（
固
定

金
利
、
平
成
23
年
11
月
10
日
現
在
）

（
母
子
家
庭
の
方
の
利
率
は
年
２
・

１
５
％
（
固
定
金
利
、
平
成
23
年

11
月
10
日
現
在
）

○
ご
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交

通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の

方
に
つ
い
て
は
18
年
以
内
）

○
お
使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

○
ご
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等

返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も

可
能
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
皆
さ
ま
に
「
災
害
特
例
措

置
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
（
会
長
・

児
玉
邦
弘
）
で
は
、
２
月
の
１
か

月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
」
と
定
め
、
次
の
と
お
り
、

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、

遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
・
場
所
　
平
成
24
年
２
月

１
日
～
29
日
ま
で
の
１
か
月
間
、

各
司
法
書
士
事
務
所
に
て
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

○
相
談
料
　
無
料

○
相
談
例
　
登
記
名
義
人
が
先
々

登
記
に
関
す
る
ご
相
談
も
お
受
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）

９
時
～
14
時

○
開
催
場
所
　
徳
之
島
町
役
場

○
取
扱
事
務
　
不
動
産
登
記
に
関

す
る
登
記
申
請
書
の
受
付
、
登
記

に
関
す
る
相
談
、
登
記
事
項
証
明

書
・
会
社
の
印
鑑
証
明
書
な
ど
の

交
付
請
求
書
の
受
付

※
４
月
以
降
の
開
設
日
は
、
毎
月

第
２
水
曜
日
の
翌
日
（
木
曜
日
）

の
９
時
～
14
時
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
飛
行
機
の
時
間
、
天
候
等
に
よ

り
変
更
・
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
地
方
法
務
局
　

○
奄
美
支
局
　

　
０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
３
７
６

○
総
務
庶
務
係
　

　
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
６
７
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１．目的
　奄美群島出身者の子弟で、大学等に在学し、成績優秀、心身健全でありながら、経済的な理由により修
学困難な者に、修学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を育成するための制度です。
２．貸与金及び期間

３．貸与金の返還義務
　卒業後６か月を経過した後、１０年以内の期間に、毎月均等額以上を返還（無利息）
４．必要書類
　①「貸費生願書」・・・自筆のもので、家族の所得などが分かる書類を添付すること
　②「写真１枚」・・・撮影後３か月以内のもので、縦４cm、横３cm以内のものを貸費生願書の生年月
　　　　　　　　　　　日欄右側に貼り付け
　③「奨学生推薦調書」・・・卒業した学校の学校長が作成したもの
　④「成績証明書」・・・同上
　⑤「戸籍謄本/住民票」・・・発行３か月以内のものを各１通ずつ
５．選考方法　　申込願書を４月末日で締切り。書類選考の上、５月中に決定する。
６．奨学生人員　若干名
７．推薦に必要な書類交付　財団法人奄美奨学会事務局で交付。
８．事務局　財団法人奄美奨学会
　　　　　　〒１０１－００４１　
　　　　　　東京都千代田区神田須田町２丁目２３番地　SSビル２階　宗村法律事務所内
　　　　　　　０３－５２９８－８２８１　Fax０３－５２９８－８２８２

　昨年４月の森林法改正により、今年４月以降、森林の土地の所有者となった方は市町村長への事後届出
が義務付けられました。
■届出対象者　
　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の土地を新たに取得した方は、面積に関わらず届出をし
なければなりません。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を提出している方は対象外です。
■届出期間　
　土地の所有者となった日から９０日以内に、取得した土地のある市町村の長に届出をしてください。
■届出事項　
　届出書には、届出者と前所有者の住所氏名、所有者となった年月日、所有権移転の原因、土地の所在場
所・面積とともに、土地の用途等を記載します。添付書類として、登記事項証明書（写しも可）又は土地
売買契約書など権利を取得したことが分かる書類の写し、土地の位置を示す図面が必要です。
※詳しくは町役場農林水産課（　８２－１１１１（内線２４４））までお問い合わせ下さい。
　なお、上記の内容は平成２３年１２月段階の検討内容です。

　自家用車（「白」または「黄」ナンバー）、または、トラック事業者の車両（「緑」または「黒」ナン
バー）で、旅客（人）を運送し、金品を受け取ることは、法律により禁止されています。
　住民の皆さんは、上記車両をバスやタクシーの代わりに利用しないようお願いします。
　相談、お問い合わせ等は次までご連絡ください。
【お問い合わせ先】九州運輸局鹿児島運輸支局　　０９９‐２６１‐９１９２
　　　　　　　　　大島自動車検査登録事務所　　０９９７‐５２‐０７５７

奄美奨学会貸費生募集のご案内

森林の所有者届出制度が４月からスタートします

国土交通省鹿児島運輸支局からのお知らせ

次の行為は法律に違反することをご存知ですか？

①　自家用車で人を運び、金品を受け取ること。
②　軽トラック事業者が、荷物と一緒に人を運ぶこと。
③　運転代行業者が、代行車（随伴車）に人を乗せて運ぶこと。

違反

学　校 金　額（月額） 期　間

高専、短大、大学生 ３０，０００円 正規の修学期間

大学院生 ３５，０００円 正規の修学期間
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【2月の歯科相談日】

　　2月16日（木）　受付時間　13：30～14：00　　保健センターにて

　　・妊婦さん、幼児、一般の方

　　・３か月以上歯科健診、フッ化物塗布を受けていない方、歯科相談のある方

　子どもの乳歯をむし歯から守るには、「自分みがき+仕上げみがき」「食生活（おやつ等）」「定期検診」
「フッ化物の応用」です。今回は、フッくん・ケンちゃんチームが推進する、フッ化物について掲載します。

フッ化物とは？
　自然界には水や土の中などあらゆる場所にフッ素という元素があります。フッ素は、常にほかの元素と一緒
になってフッ化物という形で存在しています。フッ化物は水や土だけではなくお茶や魚介類などのいろんな食
品に含まれており日常的に摂取しています。私たち人体にも必要不可欠な微量栄養素として、１日におよそ１
～３㎎程度必要で、人体ではおもに骨や歯にあります。様々な調査研究を経て現在はむし歯予防に適切な使用
濃度や使用方法が明らかになっており、WHOをはじめとするさまざまな機関がフッ化物とむし歯予防の有効
性を認め、使用を推奨しています。

フッ化物がむし歯予防に役立つメカニズム
①　歯の質を強くする
　・溶けにくい歯に変わる
　　　フッ化物が歯面に触れるとハイドロオキシアパタイトの一部がフッ素と置き換わってフルオロアパタイ
　　トと呼ばれる結晶に変化します。フルオロアパタイトは酸に対して抵抗性を示し、溶けにくい歯に変化さ
　　せていきます。
　・再石灰化を促進する
　　　歯のまわりにフッ素があると、歯の再石灰化のスピードが上昇します。また、フッ素は歯の表面よりは
　　少し内部の方に蓄積され、特にむし歯のなりかけの部分に応用した場合は、内部に蓄積されたフッ化物が
　　持続的なフッ素の供給源となり、むし歯の進行が停止することもあります。
②　むし歯菌の活動を抑える
　　　高濃度のフッ化物を使用した場合、むし歯菌の増殖や糖の代謝、酸の産生がおさえられ、歯の脱灰抑制
　　に役立ちます。

～最低賃金引上げに向けた中小企業への支援対策費補助事業～
　この助成制度（最低賃金引上げ支援対策費補助金（業務改善助成金））は、最低賃金の引き上げに対する中
小企業への支援助成として、労働能率の増進に資する設備の導入など、かかった費用の２分の１（１００万円
が限度）を国が助成するというものです。
　中小企業主が、平成２３年４月１日より４年以内に、計画的に８００円以上に引き上げることを内容とする
賃金引上げ計画を策定し、年あたり４０円以上引き上げた場合に助成金の支給申請ができます。
【お問い合わせ先】鹿児島労働局労働基準部賃金室　　０９９‐２２３‐８２７８
～最低賃金引上げに向けた中小企業相談支援事業～
　最低賃金を引き上げるためには、どのような管理体制にしたら良いかなど、労働面の相談や経営面の相談を
引き受ける県内全域を対象とした相談センターを設置し、無料で相談に応じております。
【お問い合わせ先】鹿児島県最低賃金総合相談支援センター　　０９９‐２５７‐４８２３

1515歯っぴいレンジャー

われんきゃ歯っぴいクラブの目標・・・5歳児のむし歯数　3.24本から　→　1.5本に！

№２０

最低賃金引上げに向けた各種事業のご案内 ～中小企業の皆さまへ～

フッくん

フッ化物はむし歯になりにくい丈夫な歯をつくり、むし歯予防効果はあ
りますが、歯みがきを怠り、乱れた食生活を続けている中でいくらフッ
化物を塗っても効果は期待できません。まずは正しい歯みがき法を身に
つけ、それを実行し、食生活を見直し、フッ化物を応用してください。

参考文献　よくわかるフッ化物洗口ガイドブックより

＊次回はフッ化物の利用方法、予防効果について掲載します。
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